
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度  教 育 計 画 

                    伊予市立港南中学校  
学校番号 ３０ 

校長名 相原 勝 学級数 
２２ 

（３） 
生徒数 ６８８ 教職員数 ５３ 

【夢】希望や夢への期待をもって生

活することができる 

【力】現状をよりよくするために、

身に付けた力を発揮できる 

【心】自分はもちろん自分以外の存

在を尊重できる 

【夢】こうしたいと思う気持ちを抱き、

実現に向けた行動ができる 

【力】教育のプロとしての責任と誇り

をもつことができる 

【心】生徒に寄り添い、同僚と共に分

かち合うことができる 

『一人も置き去りにしない教育』の推進 

学校経営ビジョン 

子供が真ん中 

（変化・変革）のとき！ 

一人一人を大切にしたい、一人一人がもつ可能性を高めたい 

【目指す生徒像】 
子供たちのウェルビーイング 

 
 

家庭・地域・関係機関 
生活の基盤・コミュニティの基盤・行動連携の基盤 

 

つながる『港南家族』 

校  訓  敬愛 克己 誠実 

教育目標 「夢」「力」「心」を未来につなぐ生徒の育成  のもと 

 

連携・協働

する 働 

【目指す教師像】 
教職員のウェルビーイング 

港南中HP 



重 

点 

目 

標 

１ 【夢】「希望や夢をもって生活することができる生徒」を育む教育の推進 

 ○ 仲間と共に感動を体得できる活力ある生徒活動の推進 

 ○ 生徒理解と子供の成長を促す積極的な生徒指導の充実 

 ○ 自己の生き方を考えるキャリア教育の推進 

２ 【力】「身に付けた力を発揮できる生徒」を育む教育の推進 

 ○ 「主体的・対話的で深い学び」を実現するための授業改善と学力向上 

 ○ 生徒自らが判断し、決定していく教育活動の創造 

○ ＩＣＴの効果的な利活用と読書活動の推進 

３ 【心】「自他の存在を尊重できる生徒」を育む教育の推進 

 ○ 人間尊重を基盤とした人権・同和教育と多様な価値観を育む道徳教育の充実 

 ○ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進 

 ○ 生徒が安心して教育を受けられる環境の整備 

４ 信頼され、期待される学校の構築 

○ 健康で安全・安心な教育活動の推進と危機管理の徹底 

○ 学校と家庭、地域、関係機関等との連携・協働体制の確立 

○ ＰＤＣＡサイクルによる学校評価の実施と積極的な情報の発信 

管 

理 

運 
営 

１ 人的管理 

○ 外部人材を活用した学校支援体制の構築とワーク・エンゲイジメントを意

識した職場づくり 

○ 報告・連絡・相談・確認の徹底と互いの信頼関係の構築 

○ 教育専門職としての資質及び実践的指導力の向上 

○ 服務規律の順守と不祥事の根絶 

２ 物的管理 

○ 明るく伸びやかな教育環境の整備・充実 

○ 施設・設備の安全管理及び火気・施錠等点検の徹底 

○ 物品・薬品等の厳正な管理と使用の適正化 

３ 事務管理 

○ 文書・諸帳簿の処理、会計事務の正確・厳正化とチェック機能の確立 

○ 校務分掌の明確化と責任体制の確立、正確で効率的な事務処理の徹底 

○ 個人情報の適切な処理と厳重な管理 

○ 共同事務室の充実した運営による事務処理の効率化と平準化 

本
校
教
育
の
特
色 

 これまで築き上げてきた本校教育を継承し、伊予地区の中心校として、校訓「敬

愛・克己・誠実」のもと、子どもを真ん中に据え、一人一人を大切にした『一人も

置き去りにしない教育の推進』を学校経営ビジョンとして掲げながら、温もりと

活力のある学校づくりに努める。 

特に今年度は、『Change（変化・変革）のとき』と位置付け、以下のことを重

点項目として、新たな「ヒト・モノ・コト」の創生に取り組む。 

① 校内サポートルームを中核とした不登校等対策への組織的な支援体制の確立 

② 四国地区学校図書館研究大会を契機とした学力向上のための授業改善 

③ 学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の運用に伴う学校と地域と

の連携・協働 

④ 部活動の地域移行に向けた本校部活動の段階的運用 
 


